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海時代の忘れ物

若
き
コ
ン
キ
ス
タ
ド
ー
レ
の
町

　
パ
ス
ポ
ー
ト
も
ビ
ザ
も
い
ら
な
い
。
パ
ト

ロ
ン
と
度
胸
さ
え
あ
れ
ば
、
ど
こ
に
で
も
行

け
る
。
こ
れ
は
大
航
海
時
代
だ
っ
た
ら
の
話

で
あ
る
。
陸
地
を
見
つ
け
た
ら
、
上
陸
し
て

「
私
の
土
地
だ
」
と
宣
言
す
れ
ば
、
力
づ
く
で

そ
の
地
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
新
大
陸
の
発
見
」
と
い
う
お
題
目
に
よ
っ

て
そ
れ
が
許
さ
れ
た
時
代
だ
っ
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル
ソ
ン
島
北
部
の
町
、
ビ

ガ
ン
は
そ
の
当
時
、「
ビ
ラ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン

デ
ィ
ア
」
と
い
う
名
だ
っ
た
。
１
５
７
２
年
、

メ
キ
シ
コ
生
ま
れ
の
ス
ペ
イ
ン
人
、
ジ
ョ
ア

ン
・
デ
・
サ
ル
セ
ド
が
ル
ソ
ン
島
北
部
に
上

陸
。
ビ
ガ
ン
を
政
治
、
布
教
の
中
心
地
に
定

め
、
ス
ペ
イ
ン
国
王
フ
ェ
リ
ペ
２
世
の
息

子
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
の
名
前
を
取
っ
て
「
ビ

ラ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ィ
ア
」
と
名
付
け
て
、

【文】………佐保暢子

【写真】……南信之

フィリピンにエスパーニャの町を探して

ビガンのセント・ポール教会。聖堂正面の中段に狛犬が４匹並んでいる
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大航海

フ
ェ
リ
ペ
２
世
に
献
上
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
サ
ル
セ
ド
は
ビ
ガ

ン
占
領
当
時
、
わ
ず
か
二
十
数
歳
の
青
年
。

マ
ゼ
ラ
ン
の
死
後
、
セ
ブ
に
上
陸
し
て
植
民

地
化
に
成
功
し
た
レ
ガ
ス
ピ
を
祖
父
に
持

つ
、
コ
ン
キ
ス
タ
ド
ー
レ
（
征
服
者
）
の
サ

ラ
ブ
レ
ッ
ド
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　「
ビ
ラ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ィ
ア
」
が
生
ま
れ

た
の
は
、
マ
ゼ
ラ
ン
が
世
界
一
周
達
成
を
目

前
に
し
て
、
今
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
一
の
リ
ゾ
ー

ト
地
と
な
っ
た
あ
の
セ
ブ
島
で
原
住
民
の
毒

矢
に
倒
れ
た
二
十
年
後
の
こ
と
。
日
本
は
織

田
信
長
の
時
代
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
が
誕

生
し
、
日
本
で
の
キ
リ
ス
ト
教
布
教
活
動
が

盛
ん
に
な
っ
て
い
た
頃
だ
。
き
っ
と
あ
の
頃

【右】家の扉には、魔よけとして

使う中国道教の八卦鏡とキリス

トとマリアが仲良く並ぶ

【下】ビガンの夜は早い。午後8

時のオールドタウンは人影もま

ばら

イロコス

強
化
さ
れ
、
鎖
国
令
が

敷
か
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン

が
大
量
に
亡
命
し
た

激
動
の
時
期
だ
。
し
か

し
、
こ
の
文
書
は
た
だ

船
旅
の
無
事
を
祈
願

し
た
も
の
。
そ
れ
を
伝

え
る
と
彼
は
少
し

が
っ
か
り
し
た
様
子

だ
っ
た
。
で
も
、
確
か

に
我
々
の
祖
先
が
こ

こ
を
訪
れ
て
い
る
。

　
マ
ニ
ラ
と
ヌ
エ
バ
・

エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
（
メ
キ

シ
コ
）
の
ア
カ
プ
ル
コ

を
結
ぶ
ガ
レ
オ
ン
船
の
交
易
が
始
ま
る
の
が

十
七
世
紀
初
頭
。
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ

か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
銀
と
修
道
士
が
運
び
込

ま
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
は
東
南
ア
ジ
ア
の

香
辛
料
、
中
国
製
の
絹
、
麝
香
、
陶
漆
器
、
日

本
の
漆
器
な
ど
が
輸
出
さ
れ
て
い
た
そ
う
だ
。

　
一
六
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
人
に
よ
る
侵
略
、

二
〇
世
紀
に
は
日
本
軍
に
侵
略
さ
れ
た
。
凄

惨
な
時
代
を
経
験
し
た
が
、
今
で
は
田
園
が

広
が
り
、
教
会
の
あ
る
小
さ
な
町
が
点
在
す

る
の
ど
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
の
よ
う
な
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン

　
ク
リ
ー
ム
色
の
外
壁
が
眩
し
い
セ
ン
ト
・

の
日
本
人
が
思
い
描
い
た
世
界
地
図
は
今
と

ず
い
ぶ
ん
違
っ
た
だ
ろ
う
。

　
今
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
が
、
こ
の
ひ
な

び
た
小
さ
な
田
舎
町
の
ビ
ガ
ン
は
、
ス
ペ
イ

ン
人
が
訪
れ
る
前
か
ら
す
で
に
海
の
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
中
継
点
と
し
て
中
国
人
が
入
植

し
、
原
住
民
と
の
混
血
が
進
ん
で
お
り
、
日

本
や
韓
国
か
ら
も
貿
易
船
が
訪
れ
る
交
易
地

だ
っ
た
。
ビ
ガ
ン
の
旧
家
を
利
用
し
た
小
さ

な
博
物
館
（
ア
ヤ
ラ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
に
、

日
本
と
中
国
の
交
易
船
の
模
型
が
あ
る
。
博

物
館
の
職
員
が
読
ん
で
ほ
し
い
と
指
さ
し
た

日
本
語
の
古
文
書
の
コ
ピ
ー
に
は
、「
寛
永
」

と
書
か
れ
て
い
た
。
寛
永
年
間
は
、
徳
川
家

光
の
時
代
。
ち
ょ
う
ど
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
が
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ポ
ー
ル
教
会
が
、
ビ
ガ
ン
の
町
の
ヘ
ソ
。
こ

の
教
会
を
挟
む
よ
う
に
サ
ル
セ
ド
広
場
と
バ

ル
ガ
ス
広
場
が
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
広
場
の

南
側
に
ス
ペ
イ
ン
風
の
古
い
町
並
み
が
残
さ

れ
た
オ
ー
ル
ド
タ
ウ
ン
が
あ
る
。
半
日
以
内

で
隅
か
ら
隅
ま
で
回
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど

小
さ
い
。
唯
一
、
昔
な
が
ら
の
石
畳
が
残
る

メ
ナ
・
ク
リ
ス
ロ
ゴ
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
土
産

物
屋
な
ど
が
並
び
、
ス
ペ
イ
ン
と
中
国
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
土
着
文
化
が
交
ざ
っ
た
独
特

の
雰
囲
気
を
楽
し
め
る
。

　
オ
ー
ル
ド
タ
ウ
ン
の
古
い
建
築
物
は
、
今

で
も
店
舗
、
住
居
、
学
校
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
。
熱
帯
の
強
い
太
陽
光
線
に
晒
さ
れ

色
褪
せ
た
壁
は
痛
々
し
い
が
、
し
ば
ら
く
見

て
い
る
と
な
ん
だ
か
懐
か
し
く
な
っ
て
く

る
。
二
階
部
分
の
窓
が
日
本
の
障
子
の
よ
う

な
形
を
し
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
思

わ
ず
「
紙
で
で
き
て
い
る
の
か
」
と
通
り
す

が
り
の
人
に
聞
く
と
、「
紙
だ
っ
て
？
」
と
笑

わ
れ
た
。
確
か
に
台
風
の
多
い
こ
の
地
域
で

雨
風
が
し
の
げ
な
い
紙
の
窓
な
ん
て
作
る
わ

け
が
な
い
。

　
私
の
こ
の
素
朴
な
疑
問
は
、
メ
ナ
・
ク
リ

ス
ロ
ゴ
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
あ
る
家
具
屋
で
解

け
た
。
実
は
障
子
の
紙
に
見
え
た
格
子
の
間

に
張
ら
れ
た
白
い
物
は
、
カ
ピ
ツ
と
よ
ば
れ

る
貝
殻
。
若
い
職
人
が
切
り
そ
ろ
え
た
貝
殻

に
糊
を
塗
っ
て
、
格
子
に
は
め
て
い
た
。

　
オ
ー
ル
ド
タ
ウ
ン
は
ス
ペ
イ
ン
風
の
建
物

が
立
ち
並
ぶ
が
、
実
は
地
元
で
は
「
カ
サ
ン

ラ
ヤ
ン
（
中
国
人
の
住
む
町
）」
と
呼
ば
れ
、

こ
の
地
方
の
経
済
を
握
っ
た
中
国
人
商
人

の
居
住
区
だ
っ
た
。
ビ
ガ
ン
の
陶
器
職
人
、

大
工
も
ほ
と
ん
ど
中
国
人
だ
っ
た
そ
う
で
、

町
の
西
南
部
に
あ
る
陶
器
工
場
に
は
今
も

中
国
式
の
登
り
窯
が
あ
り
、
中
国
人
の
末

裔
が
ビ
ガ
ン
名
物
の
大
き
な
瓶
を
作
っ
て

い
る
。
作
業
場
に
は
大
き
な
水
牛
が
い
て
、

大
き
な
窪
み
の
中
で
ぐ
る
ぐ
る
と
回
っ
て

土
を
練
り
、
半
裸
の
職
人
た
ち
が
大
き
な

ろ
く
ろ

轆
轤
を
回
し
て
い
る
。
き
っ
と
昔
と
全
く

変
わ
ら
ぬ
光
景
な
の
だ
ろ
う
。

　
気
に
な
る
の
は
こ
の
瓶
の
中
身
に
な
る
物
。

こ
れ
は
イ
ロ
コ
ス
地
方
の
地
酒
、
バ
シ
ー

（B
asi

）
だ
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
と
サ
マ
ッ
ク
と
い

う
こ
の
地
方
の
植
物
を
主
原
料
に
造
る
甘
い

発
酵
酒
で
、
そ
の
昔
、
ス
ペ
イ
ン
人
に
販
売
を

独
占
さ
れ
、
現
地

の
人
々
が
「
バ

シ
ー
の
乱
」
を
起

し
た
こ
と
も
あ
る
、

い
わ
く
付
き
の
酒

で
も
あ
る
。
ビ
ガ

ン
の
酒
屋
や
土
産

物
屋
で
買
え
る
。

味
は
、
甘
味
が
強

い
梅
酒
の
よ
う
。

当
時
、
ス
ペ
イ
ン

人
も
酔
っ
た
こ
の

【右上】カピツの「障子」は室内インテリアにも使われる

【左上】父親を継いで登り窯を守る呉さんは中比のハーフ

【左下】町周辺の農村では、家で女たちが機織りの内職
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【右上】世界文化遺産に登録されたパオワイ教会

【右下】朽ちかけた聖堂の中で今も人々が祈りを捧げる

【左】外壁のレリーフがオリエンタルな雰囲気だ

酒
。
口
当
た
り
も
い
い
の
で
、
つ
い
飲
み
す
ぎ

て
目
が
回
る
。

　
古
い
町
並
み
に
不
似
合
い
な
オ
ー
ト
バ
イ

が
や
た
ら
と
多
い
の
が
残
念
だ
が
、
昔
な
が

ら
の
馬
車
も
庶
民
の
足
と
し
て
が
ん
ば
っ
て

い
る
。
ビ
ガ
ン
の
ど
の
街
角
で
も
、
御
者
が
鳴

ら
す
ベ
ル
と
蹄
の
音
が
聞
こ
え
る
。
登
下
校

の
時
間
に
な
る
と
、
制
服
姿
の
可
愛
い
女
子

高
生
た
ち
が
乗
り
込
ん
で
、
心
な
し
か
馬
車

の
足
取
り
も
軽
い
。
馬
車
は
観
光
客
の
た
め

に
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
半
日
か
け
て
回
る
サ
ー

ビ
ス
も
し
て
く
れ
る
の
で
、
も
し
時
間
が
あ

れ
ば
、
馬
車
に
乗
っ
て
町
を
回
る
の
も
一
興

だ
。
決
ま
っ
た
料
金
は
な
く
、
50
〜
２
０
０

ペ
ソ
と
御
者
に
よ
っ
て
ピ
ン
キ
リ
な
の
で
、

何
人
か
と
交
渉
す
る
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。

ス
ペ
イ
ン
の
足
跡
を
追
っ
て

　
イ
ロ
カ
ー
ノ
（
イ
ロ
コ
ス
地
方
の
人
々
）

た
ち
が
い
う
ハ
イ
ウ
ェ
ー
は
、
舗
装
さ
れ
た

二
車
線
の
田
ん
ぼ
道
。「
高
速
」
で
走
る
か
ら

「
ハ
イ
ウ
ェ
ー
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
国
際
空
港
が
あ
る
北
イ
ロ
カ
ノ
州
の
ラ
ワ

グ
と
、
南
イ
ロ
カ
ノ
州
の
ビ
ガ
ン
は
こ
の
ハ

イ
ウ
ェ
ー
を
飛
ば
し
て
約
１
時
間
半
。
バ
ス

や
車
を
有
効
利
用
す
れ
ば
イ
ロ
コ
ス
地
方
の

移
動
は
、
さ
ほ
ど
不
便
で
は
な
い
。
ハ
イ

ウ
ェ
ー
沿
い
の
村
や
町
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
人

が
残
し
た
、
遺
跡
の
よ
う
な
教
会
が
今
な
お

残
っ
て
い
る
。
遺
跡
と
い
っ
て
も
、
今
も

人
々
が
ミ
サ
に
訪
れ
る
現
役
の
教
会
だ
。

　
ラ
ワ
グ
か
ら
車
で
十
五
分
ほ
ど
の
パ
オ
ワ

イ
に
あ
る
十
八
世
紀
初
頭
に
建
て
ら
れ
た
パ

オ
ワ
イ
教
会
は
、
実
に
面
白
い
形
を
し
て
い

る
。
地
震
の
多
い
こ
の
地
方
独
特
の

「E
rth
q
u
a
k
e
 B
a
ro
q
u
e

」
と
呼
ば
れ
る
作

り
。
珊
瑚
か
ら
作
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
を
漆
喰
で

固
め
た
分
厚
い
壁
と
、
聖
堂
を
両
脇
か
ら
挟

む
よ
う
に
あ
る
支
柱
が
耐
震
用
な
の
だ
ろ

う
。
ど
ん
な
大
砲
で
も
崩
れ
る
こ
と
が
な
い

要
塞
に
も
見
え
る
。
過
去
二
回
の
地
震
に
な

ん
と
か
耐
え
て
き
た
そ
う
だ
。

　
こ
の
教
会
は
「
ゴ
シ
ッ
ク
と
バ
ロ
ッ
ク
の

要
素
を
併
せ
持
つ
ほ
か
、
中
国
と
日
本
の
影

響
も
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。
果
た
し
て
ど
こ

に
日
本
の
影
響
が
あ
る
の
か
。
教
会
の
正
面

に
近
づ
い
て
、
し
ば
ら
く
眺
め
て
み
た
。
野

草
が
生
え
た
外
壁
の
上
に
彫
ら
れ
た
人
物
は

東
洋
人
の
男
に
見
え
る
よ
う
な
…
。
誰
が
何

を
意
味
し
て
彫
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
正
面
中

央
に
あ
る
像
も
壁
に
め
り
込
む
よ
う
に
生
え

た
木
に
埋
も
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
こ
の

貴
重
な
レ
リ
ー
フ
は
こ
の
ま
ま
で
は
雑
草
の

中
に
消
え
る
運
命
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

イ
ロ
コ
ス
の
「
英
雄
」

　
イ
ロ
コ
ス
と
い
え
ば
、
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
人
物
が
い
る
。
そ
の
人
物
と
は
、
フ
ェ
ル
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コ
ス
氏
が
子
供
時
代
を
過
ご
し
た
家
が
マ
ル

コ
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
公
開
さ
れ
て

い
る
。
幼
少
の
頃
は
神
童
、
学
生
時
代
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
立
大
学
き
っ
て
の
秀
才
と
呼

ば
れ
た
彼
の
遺
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
、
古
ぼ
け
た
室
内
に
若
い
頃
の
マ
ル
コ

ス
氏
に
似
せ
た
マ
ネ
キ
ン
が
ず
ら
り
と
並
ん

で
い
て
、
正
直
な
と
こ
ろ
う
す
気
味
悪
い
所

で
も
あ
る
。

　
し
か
も
、
マ
ネ
キ
ン
だ
け
で
は
な
く
実
物

の
マ
ル
コ
ス
氏
と
対
面
す
る
こ
と
も
可
能

だ
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
脇
の
小
さ
な
建
物
に

イ
メ
ル
ダ
未
亡
人
が
亡
命
先
の
ハ
ワ
イ
か
ら

連
れ
て
帰
っ
た
彼
の
遺
骸
が
安
置
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
蝋
人
形
の
よ
う
な
マ
ル
コ
ス

氏
は
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
中
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
、
荘
厳
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
鳴

り
響
く
中
、
イ
ロ
カ
ー
ノ
の
墓
守
に
見
守
ら

れ
て
静
か
に
眠
っ
て
い
る
。
た
だ
「
独
裁
者
」

に
し
て
は
、
安
置
室
は
小
さ
す
ぎ
る
。
む
し

ろ
、
故
郷
の
家
に
寄
り
添
う
よ
う
に
置
か
れ

て
い
る
所
が
心
な
し
か
虚
し
い
。

　
マ
ル
コ
ス
氏
は
１
９
６
５
年
に
当
時
現
職

の
大
統
領
デ
ィ
オ
ス
タ
ド
・
マ
カ
パ
ガ
ル
氏

を
敗
っ
て
大
統
領
に
就
任
し
、
以
後
、
二
十

一
年
と
い
う
長
期
「
独
裁
」
政
権
を
築
い
た
。

こ
の
ほ
ど
新
大
統
領
に
就
任
し
た
ア
ロ
ヨ
・

マ
カ
パ
ガ
ル
女
史
は
こ
の
マ
カ
パ
ガ
ル
氏
の

娘
だ
。
マ
ル
コ
ス
氏
の
奥
方
、
イ
メ
ル
ダ
未

亡
人
は
92
年
、
98
年
の
二
度
に
渡
り
、
大
統

【上】地中に沈みつつあるベルタワー（ラワグ）

【中】ベルタワーの入口はすでに半分が地下

【左】北のマラカニアン宮殿

領
選
で
落
選
し
て
い
る
か
ら
、
故
郷
イ
ロ
コ

ス
に
眠
る
マ
ル
コ
ス
氏
は
も
し
か
す
る
と
心

中
穏
や
か
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

ラ
ワ
グ
周
辺
の
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト

　
南
シ
ナ
海
に
面
し
た
南
北
イ
ロ
カ
ノ
州
は

残
念
な
が
ら
黒
っ
ぽ
い
砂
浜
が
多
く
、
波
も

荒
い
の
で
、
タ
イ
な
ど
の
南
国
の
ビ
ー
チ
を

想
像
す
る
と
が
っ
か
り
か
も
し
れ
な
い
。
た

だ
唯
一
、
白
砂
の
美
し
い
ビ
ー
チ
が
パ
グ
ド

プ
ッ
ド
だ
。

　
観
光
開
発
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
の

で
、
周
囲
に
は
半
農
半
漁
で
生
計
を
立
て
る

昔
な
が
ら
の
農
村
が
点
在
し
て
い
る
。
漁
師

た
ち
が
ビ
ー
チ
に
船
を
上
げ
て
、
取
れ
た
て

の
魚
を
刺
し
身
に
し
て
食
べ
た
り
、
網
を
直

す
姿
が
見
物
で
き
る
だ
ろ
う
。
ビ
ー
チ
の
裏

に
回
る
と
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
す
き
間
を
縫
う

よ
う
に
耕
さ
れ
た
田
ん
ぼ
の
回
り
に
椰
子
の

葉
で
屋
根
を
ふ
い
た
小
さ
な
家
が
点
在
し
て

い
る
。
村
の
子
供
た
ち
は
外
国
人
が
珍
し
い

の
か
、
私
た
ち
を
見
る
と
家
か
ら
飛
び
出
し

て
追
い
か
け
て
き
た
。
「
ア
メ
リ
カ
ー

ノ
！
」。
彼
ら
は
我
々
を
ア
メ
リ
カ
人
と
呼

ん
だ
。
ど
う
見
て
も
ア
メ
リ
カ
人
に
は
見
え

な
い
と
思
う
の
だ
が
、
お
そ
ら
く
子
供
た
ち

に
と
っ
て
「
外
国
＝
ア
メ
リ
カ
」
に
違
い
な

い
。
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
の
面
影
は
も
は
や
人
々

の
心
に
は
残
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

デ
ィ
ナ
ン
ド
・
マ
ル
コ
ス
元
大
統
領
だ
。
政

治
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
多
く
、
悪
い
イ
メ
ー
ジ

ば
か
り
の
人
物
だ
が
、
彼
が
生
ま
れ
育
っ
た

イ
ロ
コ
ス
地
方
で
は
今
で
も
「
英
雄
」
で
あ

る
。
確
か
に
こ
の
地
で
彼
の
足
跡
を
辿
る

と
、
彼
の
別
の
一
面
が
見
え
て
く
る
。

　
パ
オ
ア
イ
の
付
近
に
は
、
マ
ル
コ
ス
一
家
が

夏
に
過
ご
し
た
「
北
の
マ
ラ
カ
ニ
ア
ン
宮
殿
」

と
呼
ば
れ
る
別
荘
が
あ
る
。
一
般
公
開
さ
れ
て

お
り
、
自
由
に
参
観
で
き
る
。
豪
奢
な
生
活
ぶ

り
で
有
名
な
イ
メ
ル
ダ
夫
人
か
ら
豪
華
絢
爛
な

御
殿
を
連
想
し
ま
う
が
、
北
の
マ
ラ
カ
ニ
ア

ン
は
意
外
に
も
「
質
実
剛
健
」
と
い
っ
た
雰

囲
気
。
木
造
二
階
建
て
の
伝
統
的
な
家
屋
で
、

大
変
落
ち
着
い
た
瀟
洒
な
別
荘
で
あ
る
。

　
ま
た
、ラ
ワ
グ
か
ら
車
で
十
五
分
ほ
ど
南
西

（
パ
オ
ワ
イ
北
部
）
の
バ
タ
ッ
ク
に
は
、
マ
ル
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マルコス元大統領が娘の結婚式のために建てたホテル。

小規模だがカジノがあるほか、マルコス氏も遊んでいた

サンドバギーも楽しめる。香港や台湾からのツアーあり。

日本、広東、韓国料理が揃えたレストランもある。周辺の

ツアーはホテル内の旅行社カウンターで。

▼パグドプッド／

Pagudpud

Saud Beach Resort & Hotel

／サウードビーチリゾート

TEL:077-764-1106

マニラオフィス

TEL:(632)921-2856

ビーチ沿いに離れのコテー

ジがある静かなホテル。ラ

ワグから車で約１時間半。

公共バスで行くと途中でバ

イクに乗り換えが必要。

▼ビガン／Vigan

小規模な宿のみ。Mena Crisologo Street周辺のオールド

タウンに昔の建物を利用した宿が数軒ある。

◆アクセス

香港―ラワグ間にフィリピン・エアのチャーター

便がある（４月末まで）飛行時間は約１時間半。

康祥旅遊　(852)2730-3008

マニラ―ラワグ間は、ラワグ・インターナショナ

ル・エアラインが毎週月水金日に各１便。

マニラからは長距離バスでビガンまで約９時間。

◆ツアー

フォートイルカンディアホテルで周辺のツアーに

参加できる。マルコス元大統領用に作られたパ

オワイ・ゴルフクラブ（6984ヤード、18ホール、パ

ー72）でのゴルフツアーもある。

◆通貨

ラワグ国際空港にはオフィシャルな両替屋はない。ホテルでの両

替はレートが悪いので、銀行で換金するのが手数料はかかって

も得。ラワグの銀行の国際ATMも利用できるが、機械によって使

えるカードが違うので、当座の金は換金して持参することをおす

すめする。

【左】パグドプッ

ドの白い砂浜

【下】どこの村も

子供だらけ

現地料理にスペインと中華が交ざったものの、美味しい

調和はあまり期待できない。イロカノ料理は、骨付きの豚

のもも肉をカリカリに揚げたCrispy Pata（クリスピーパ

タ）。牛肉をカリカリに揚げたTapa（タパ）。豚肉の脂身

部分をカリカリに揚げたBagnet（バグネット）とカリカ

リ系が多い。肉料理は鶏やヤギもあり、モツ料理も少なく

ない。野菜と豚肉の煮物のPinacbet（ピナクベット）、な

すのタマゴ炒めのPuqui-pouqi（ポキポキ）。ミルクフィッ

シュのグリルBangus（バンガス）などは日本人の口にも

合うだろう。味の基本は蝦醤（エビの発酵ペースト）と椰

子で造ったパームビネガー。フィリピン風ソーセージの

Longanisa（ロンガニーサ）もパームビネガーにつけて食

べる。また中華系の麺類は多く、いわゆるビーフンの

Bijon（ビホン）や、つゆ麺のLomi（ロミ）やMami（マ

ミ）、かつお節と黄色のソースをかけたスパゲッティー風

のPalabok（パラボック）などいろいろある。

イロカノ料理が食べられるレストラン

▼ラワグ／Laoag

La Precisa

Jose Rizal Street と Harnando Avenue の交差点。

上品なイロカノ料理が味わえるラワグの有名レストラン。

▼ビガン／Vigan

Leona Cafe

Plaza BurgosからMena Crisologo Streetに入ってすぐ。

町一番の洋食屋さん。イロカノ料理のほか、西洋料理、日

本の寿司まである（ただし板前はフィリピン人）。

ホテル

▼ラワグ／Laoag

Fort Ilcandia Hotel ／フォートイルカンディアホテル

Brgy. 37 Calayab, Laoag City, Ilocos Norte, Philippins

TEL:077-772-1166 / TEL:(632)523-9716(マニラ)


